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（１）．組織の概要

1.会社名及び代表者名

株式会社鳥羽

代表取締役社長 小嶋 匡

とば

こじま ただし

1.所在地 および 対象範囲

本 社：〒930-0010 富山県富山市稲荷元町三丁目8番43号

魚 津 営 業 所：〒937-0046 富山県魚津市江口445番地2

金 沢 営 業 所：〒920-8205 石川県金沢市大友二丁目2番1

福 井 営 業 所：〒918-8239 福井県福井市成和一丁目1611番地

関 東 営 業 所：〒330-0081 埼玉県さいたま市中央区新都心4-15

横 浜 オ フ ィ ス ：〒222-0033 神奈川県横浜市港北区新横浜1丁目3番地1

2.環境管理責任者及び担当者連絡先

責任者：八倉巻 利彦

担当者：島田 勝

連絡先：(tel)076-433-1117 (Fax)076-433-2440 (E-Mail)office@toba-group.co.jp

3.事業の規模

やぐらまき としひこ

しまだ まさる

Mioxﾌｼﾞｺｰ 6F

2.事業の内容

油圧・空圧・駆動・伝導機器・計装・電気装置・コンプレッサー・自動制御機器の卸し販売、

計装機器・コンプレッサーの点検業務

（２）．対象範囲

3.レポートの対象期間及び発行日

対象期間 : 2023年8月1日～2024年7月31日

発 行 日 : 2024年8月20日

株式会社鳥 羽環境経営レポート
（202３年8月1日～202４年7月31日）
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（３）．環境経営方針

＜基本理念＞

株式会社鳥羽は大正12年に創業以来、地域に密着した奉仕と感謝の精神でお客様との心の交流を

深めてまいりました。

社訓である｢以誠交者久遠不渝｣(人間の交わりにはいろいろあるが、その根底に誠<真実>の心を蔵して

いることが永遠に渝らずお付き合いが続く要素である。)をモットーに社会に貢献できる事業活動を目指し、

また、環境への取り組みを効果的・効率的に実施することで企業のイメージを向上させ、全従業員が環境

課題を自覚し、社会的責任の遂行に努めてまいります。そこで当社は、以下の通り行動方針を定め、より

一層環境への配慮を心がけた活動を推進します。

かわ

＜行動方針＞

1.環境関連法規等を遵守します。

2.環境保全活動を推進するために、環境マネジメントシステムを構築し、継続的な改善に努めます。

3.次の項目を環境保全の重要項目として、環境目標を設定し、必要があれば見直すなどの効果的な

取り組みを行います。

○ 電力・燃料を中心にエネルギーの使用量を削減します。

○ 省資源推進のために、３Ｒ（廃棄物の抑制、再利用、リサイクル）を徹底します。

○ 水の使用量を削減します。（１人当たりの使用量の削減）

○ 環境に配慮した省エネ商品の提案・販売を積極的に行います。

4.全社員に環境方針を周知徹底し、継続的に環境教育を実施することにより環境保全意識の向上に

努めます。

5.環境に関する情報を公開し、社会とのコミュニケーションを図ります。

２０２４年 ８月 １日 制定

代表取締役
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（４）．環境経営目標

電力・燃料を中心にエネルギーの使用量を削減します。

●二酸化炭素排出量の削減 目標値 : 265,042㎏-Co2
□室内冷暖房の適正温度厳守（暖房23℃、冷房27℃）
□昼食時及び不使用ｴﾘｱの消灯
□アイドリングストップ
□急発進、急加速、急停車の禁止
□無駄な積載荷物の確認及び過積載の禁止

※北陸電力㈱の調整後排出係数 0.499co2/kWhを使用しています。

省資源推進のために、３Ｒ（廃棄物の抑制、再利用、リサイクル）
を徹底します。

●一般廃棄物の削減 目標値 : 2,755.0㎏(産廃分を除く)
□ごみ分別の徹底

●リサイクル推進 目標値 : 6,030.1㎏
□両面印刷、両面コピーの推進
□裏紙使用

水の使用量を削減します。
●節水活動の啓蒙 目標値 : 693.6㎥

環境に配慮した省エネ商品の提案・販売を積極的に行います。
目標値 : 885万円／年

□ＬＥＤ照明 □シルベントノズル
□高効率ﾓｰﾀｰ関連 □不二越ロボット
□インバータ □インバータコンプレッサー
□ＮＳＰ型油圧ユニット □エネサーモ

環境関連法規等を遵守します。
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（５）．環境経営計画
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（６）．環境経営計画に基づき実施した取り組み内容

1.取り組み内容
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2021年度 2022年度 2024年度

('21.8.1～'22.7.31) ('22.8.1～'23.7.31)
実績 実績 目標 実績 目標

電力の削減
全社 101,993kg-co2 99,570kg-co2 109,000kg-co2 112,365kg-co2 111,000kg-co2
本社 66,000kg-co2 67,074kg-co2 70,000kg-co2 71,969kg-co2 72,000kg-co2
魚津 18,700kg-co2 15,201kg-co2 20,000kg-co2 21,534kg-co2 22,000kg-co2
金沢 12,276kg-co2 12,039kg-co2 13,000kg-co2 12,965kg-co2 13,000kg-co2
福井 3,307kg-co2 3,578kg-co2 4,000kg-co2 3,931kg-co2 4,000kg-co2
関東 1,710kg-co2 1,678kg-co2 2,000kg-co2 1,966kg-co2 0kg-co2
横浜 0kg-co2

自動車燃料の削減
全社 151,122kg-co2 146,107kg-co2 152,500kg-co2 150,897kg-co2 145,500kg-co2

本社 100,370kg-co2 93,435kg-co2 95,000kg-co2 93,111kg-co2 95,000kg-co2
魚津 27,910kg-co2 21,250kg-co2 25,000kg-co2 26,576kg-co2 27,000kg-co2
金沢 14,014kg-co2 14,420kg-co2 15,000kg-co2 14,921kg-co2 15,000kg-co2
福井 8,828kg-co2 8,595kg-co2 9,000kg-co2 8,105kg-co2 8,500kg-co2
関東 8,407kg-co2 8,500kg-co2 8,184kg-co2 0kg-co2
横浜 0kg-co2

灯油使用量の削減
全社 1,564kg-co2 2,634kg-co2 0kg-co2 2,242kg-co2 2,300kg-co2
本社 ※2 ※2 ※2 ※2 ※2
魚津 1,564kg-co2 2,634kg-co2 ※2 2,242kg-co2 2,300kg-co2
金沢 ※2 ※2 ※2 ※2 ※2
福井 ※2 ※2 ※2 ※2 ※2
関東 ※2 ※2 ※2 ※2 ※2
横浜 ※2

LPG・LNG使用量の削減
※3全社 12,627kg-co2 11,906kg-co2 12,015kg-co2 12,901kg-co2 13,015kg-co2

本社 12,627kg-co2 11,906kg-co2 12,000kg-co2 12,887kg-co2 13,000kg-co2

魚津 ※2 ※2 ※2 ※2 ※2
金沢 ※1 ※2 ※2 ※2 ※2
福井 ※1 ※2 15kg-co2 14kg-co2 15kg-co2
関東 ※2 ※2 ※2 ※2 ※2
横浜 ※2

二酸化炭素排出の削減
全社 267,306kg-co2 260,217kg-co2 273,500kg-co2 278,405kg-co2 269,500kg-co2
本社 178,997kg-co2 172,415kg-co2 177,000kg-co2 177,967kg-co2 180,000kg-co2
魚津 48,174kg-co2 39,085kg-co2 45,000kg-co2 50,352kg-co2 49,000kg-co2
金沢 26,290kg-co2 26,459kg-co2 28,000kg-co2 27,886kg-co2 28,000kg-co2
福井 12,135kg-co2 12,173kg-co2 13,000kg-co2 12,050kg-co2 12,500kg-co2
関東 1,710kg-co2 10,085kg-co2 10,500kg-co2 10,150kg-co2 0kg-co2
横浜 0kg-co2

※1　鳥羽ｼｽﾃﾑ㈱所有のビル内に事務所があり共同で使用しており正確なデータが取れない。
※2　使用していない
※3　本社のみ液化天然ガス(LPG)使用
※　 二酸化炭素排出係数は北陸電力 2023年実質排出係数の0.574kg-co2/kWhを使用しています。

2023年度

('23.8.1～'24.7.31) ('24.8.1～'25.7.31)

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減
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2.実施体制

9



環境経営レポート（2023.8.1～2024.7.31）

（７）．取組状況の確認及び評価
( 2023年8月1日～2024年7月31日間における活動とその評価)
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環境活動の内容 目標達成率 取り組み結果の評価

　電力の削減 　2017年度は11.42%減
　　・室内冷暖房の適正温度厳守 　【目標】 　2018年度は4.7%増
　　　(暖房23℃、冷房27℃)    109,000kg-co2 　2019年度は0.5%増

　　・昼食時及び不使用エリアの消灯 　【実績】 　2020年度は2.9%減
　3.0%減の112,365kg-co2 　2021年度は4.9%減

　2022年度は7.1%減
  2023年度は3.0%増
　節電に対する活動は定着しており
　引き続き現状維持、異常値の発見
　ができるよう継続して取り組んでいく。
　本社事務所のLED電灯の検討を行う。

　自動車燃料の削減 　2017年度は4.8%増
　　・アイドリングストップ 　【目標】 　2018年度は4.2%増
　　・急発進、急加速、急停車の禁止    144,000kg-co2 　2019年度は1.1%減

　　・無駄な積載荷物の確認及び過積載の禁止 　【実績】 　2020年度は18.4%減
　1.05%減の150,897kg-co2 　2021年度は2.7%増

　2022年度は0.7%減
  2023年度は1.05%減
　継続してｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞの推奨とﾊｲﾌﾞﾘｯﾄｶｰの
　導入に取り組んでいく。
　今後も維持できるよう取り組んでいく。

　灯油使用量の削減 　【実績】 　冬期間の暖房用として魚津のみで使用
　　・室内冷暖房の適正温度厳守 　2,242kg-co2
　　　(暖房23℃、冷房27℃)

　ガス使用量の削減 　2017年度は4.9%増
　　※活動内容指定せず 　【目標】 　2018年度は0.8%増

   12,015kg-co2 　2019年度は10.5%増

　【実績】 　2020年度は59.8%増
　7.3%増の12,901kg-co2 　2021年度は62.9%増

　2022年度は53.6%増
  2023年度は7.3%増
　本社空調のみで使用
　2F事務所増設による空調での使用。

　一般廃棄物の削減 　2017年度は10.9%減
　　・両面印刷、両面コピーの推進 　【目標】 　2018年度は18.2%減
　　・裏紙使用    2,755.0kg 　2019年度は11.2%減

　【実績】 　2020年度は17.1%減
　4.5%減の2,630.5kg 　2021年度は13.6%減

　2022年度は18.4%減
  2023年度は4.5%減
　営業資料のﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽ化は完了。
　ﾜｰｸﾌﾛｰ導入による書類の電子化を進める。
　楽々精算、電帳法対応による削減に期待。
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環境活動の内容 目標達成率 取り組み結果の評価

　産業廃棄物の削減
　　・ゴミ分別の徹底 　【目標】 　毎月の排出量把握が難しく、目標は

　維持 　立てずに維持管理とするが、排出時の
　【実績】 　社内ﾙｰﾙの徹底を強化していきたい。
　8,800㎏ 　廃棄物保管場所の整理、ﾙｰﾙ決めの実施。

　リサイクル推進 　2017年度は80.1%達成
　　・ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ、ｶﾀﾛｸﾞ、新聞、ｺﾋﾟｰ紙など、紙類の 　【目標】 　2018年度は77.0%達成
　　 ﾘｻｲｸﾙ徹底    6,031.0kg 　2019年度は81.8%達成
　　・ゴミ分別の徹底 　【実績】 　2020年度は83.8%達成

　107.3%達成の6,475.2kg 　2021年度は85.2%達成
　2022年度は70.1%達成
  2023年度は107.3%達成
　ｺﾞﾐ分別を徹底し、ﾘｻｲｸﾙ回収へまわす
　今後も維持できるよう取り組んでいく。

　水の使用量の削減 　2017年度は2.7%減

　　・節水活動の啓蒙 　【目標】
　2018年度は1.0%減
　2019年度は6.3%減

   700.0㎥ 　2020年度は8.9%減
　【実績】 　2021年度は6.6%減
　4.7%減の667.0㎥ 　2022年度は1.6%減

  2023年度は4.7%減
　生活用のみでの使用であり、今後も
　維持していけるよう取り組んでいく
　一人当たりの使用量について経過観察を行う

　環境商品の仕入増 　2018年度は25,138千円
　　・お客様へ環境に配慮した商品の拡販 　【目標】 　2019年度は29,027千円

  8,850千円 　2020年度は10,069千円
　【実績】 　2021年度は3,900千円
　71.9%達成の6,365千円 　2022年度は8,976千円

  2023年度は6,365千円
　計画的な営業展開の実施。
　集計コードの使用を再確認及び再周知。
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当社に適用される主な環境関連法規は以下の通りで、これらの法律に対する違反はありませんでした。

また、関係当局より違反等の指摘は、過去3年間ありませんでした。

（８）．環境関連法規への違反・訴訟の有無

適用環境法令 遵守状況

廃棄物処理法 法律に従って排出しております。

リサイクル法 法律に従って廃棄しております。

家電リサイクル法 法律に従って廃棄しております。

消防法 法律に従って維持管理しております。
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（９）．代表者による全体評価の見直し・指示
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